
六
所
神
社
は
、
出
羽
国

総
社
と
伝
え
ら
れ
、
藤
島

川
周
辺

村
の
郷
社
と
い

71

う
由
緒
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
六
所
神
社

社
誌
編
集
委
員
会
（
委
員

長
上
野
正
男
・
副
委
員
長

佐
藤
光
一
・
委
員

小
林
秀

雄
・
青
山
崇
・
阿
部
克
郷

・
阿
部
公
彦
・
阿
部
正
良
）

編
纂
に
よ
っ
て
六
所
神
社

（
宮
司
・
松
田
文
夫
）
か

ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

創
建
と
社
名
由
来
か
ら

始
ま
り
、
社
殿
、
神
具
、

祭
事
、
獅
子
舞
、
記
念
碑
、

奉
納
一
覧
、
今
回
新
た
に

発
見
さ
れ
た
『
家
記
秘
伝

集
』
等
の
資
料
な
ど
全
体

を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

奉
納
品
な
ど
を
書
い
た

奉
納
銘
板
は
六
所
神
社
の

歴
史
を
記
し
、
最
古
の
も

の
は
、
寛
政
７
年
（
１
７

９
５
）
の
も
の
で
す
。

藤
島
上
町
・
中
町
・
下

町
、
平
形
・
新
屋
敷
・
横

内
・
和
名
川
・
上
藤
島
８

村
が
奉
納
し
た
最
初
の
鳥

居
で
、
こ
の
頃
こ
れ
ら
８

村
の
神
社
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
酒
井
家

代
10

藩
主
忠
器
直
筆
社
額
（
表

た
だ
か
た

紙
）、
天
井
画
・
雲
竜
図
、

絵
馬
・
騎
馬
武
者
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

(

株)

工
藤
（
藤
島
駅
前

・

・
２
２
８
１
）
で
頒

64
布
（
５
０
０
円
）
し
て
い

ま
す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
3月 21人 34,570円
2月 50人 43,123円

藤島中学校第４８回卒業式が14日おこなわれました。卒業生は男

子53人、女子51人、計１０４人。２年後には統合５０年目の節目

を迎えます。

鶴
岡
市
の
行
財
政
改
革

で
は
、
病
院
を
除
く
職
員

数
は
平
成

年
度
当
初
の

17

１
６
４
７
人
か
ら
、

年
26

度
当
初
に
は
１
３
３
７
人

へ
と
３
１
０
人
減
少
し
、

単
年
度
ベ
ー
ス
で
約

億
25

円
の
財
源
が
生
み
出
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
数
の
削

減
が
市
民
に
メ
リ
ッ
ト
を

与
え
て
い
る
と
実
感
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。

地
域
庁
舎
は
ガ
ラ
ガ
ラ

で
寂
し
く
、
活
気
が
失
わ

れ
、
市
民
が
役
場
に
行
く

機
会
も
少
な
く
、
商
売
も

飲
み
屋
も
減
っ
て
い
き
ま

市
民
を
雇
わ
な
い
鶴
岡
市

行
革
で
合
併
後
３
１
０
人
減
少

し
た
。

公
務
員
が
極
端
に
少

な
い
特
異
な
国
家

日
本
は
国
際
的
に
見
れ

ば
、
公
務
員
が
極
端
に
少

な
い
特
異
な
国
家
で
す
。

経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
２
０
０
５
年

に
実
施
し
た
国
際
比
較
調

査
に
よ
れ
ば
、
国
営
企
業

職
員
を
除
い
た
一
般
政
府

職
員
が
日
本
の
労
働
力
人

口
に
占
め
る
割
合
は
約
５

％
で
最
低
で
し
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平

均
の
３
分
の
１
程
度
で
す
。

国
も
地
方
も
早
く
か
ら

「
行
革
」
を
強
力
に
進
め

て
き
た
結
果
で
す
。

し
か
し
、
社
会
が
進
め

ば
道
路
、
情
報
、
教
育
、

福
祉
な
ど
公
務
の
必
要
性

が
高
ま
り
ま
す
。

女
性
が
公
務
に
多
く
進

出
す
れ
ば
、
女
性
の
社
会

的
地
位
が
高
ま
り
ま
す
。

鶴
岡
市
は
特
に
公
務
労

働
者
が
少
な
く
、「
市
民
を

雇
わ
な
い
貧
し
い
自
治
体
」

と
な
っ
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。

出典：前田健太郎『市民を雇わない国家』東京大学出版会

鶴岡市の職員数(人)
病院除く職員数 病院 合計

平成17年度当初 536 2,1831,647
平成26年度当初 628 1,9651,337

増減 92-310 -218

鶴岡市の労働力人口に占める公務労働者の割合

男 女 合計
労働力人口 35,826 30,161 65,987
公務 1,552 774 2,326
割合 4.33% 2.57% 3.52%

鶴岡市の平成24年版統計書（数値は平成22年）



鶴
岡
市
は
平
成

年
度
、

26

中
学
生
ま
で
医
療
費
無
料

化
を
拡
大
し
つ
つ
、
３
月

補
正
で
余
裕
資
金
を
減
債

基
金
に
４
億
円
、
繰
上
償

還
に
８
億
円
回
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
一
般
会
計

27

予
算
で
は
、
市
の
積
立
基

金
は
約
１
４
０
億
円
と
な

り
、
合
併
時
の

億
円
の

50

２
・
８
倍
、
う
ち
財
政
調

整
基
金
も

億
円
か
ら

20

50

億
円
に
２
・
５
倍
と
蓄
え

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
の
借
金
で
あ

る
市
債
残
高
は
過
去
最
低

の
７
３
５
億
円
で
す
。

市
民
の
切
実
な
要
望
に

「
予
算
が
な
い
」
と
は
も

は
や
言
え
ま
せ
ん
。

｢靖国参拝｣、国民の参拝は

自由、首相らの参拝は反対

―「しんぶん赤旗」を読んで 青山 崇

黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い

と
３
日
間
集
会
に
参
加

３
・

重
税
反
対
鶴
岡

13

田
川
集
会
が
午
後
か
ら
勤

労
者
会
館
で
開
か
れ
た
。

全
国
で
は
６
０
０
カ
所
・

万
人
近
く
が
参
加
す
る

20ん
だ
ト
。
鶴
岡
で
は
２
０

０
人
程
が
安
倍
の
政
策
転

換
、
消
費
税
増
税
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
反
対
、
安
心
な
生

活
を
求
め
る
決
議
を
上
げ

て
デ
モ
行
進
し
、
自
主
申

告
の
申
告
書
を
提
出
し
に

税
務
署
と
市
役
所
へ
。

▼

日
、
高
齢
者
福
祉
の

14
充
実
を
求
め
、
ま
ち
か
ら

村
か
ら
の
連
帯
で
一
人
ぼ

っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
す

と
い
う
鶴
岡
田
川
高
齢
者

集
会
が
、
東
北
公
益
文
科

大
学
院
・
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
鶴
岡
生

協
、
医
療
生
協
な
ど

団
12

体
の
実
行
委
員
会
が
開
い

た
も
の
で
、
分
科
会
で
話

し
合
い
、
ピ
ア
ノ
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
聞
い
た
後
、
同

大
学
の
鎌
田
剛
准
教
授
が

こ
の
町
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
私
達
が
で
き
る
こ

と
と
題
す
る
記
念
公
演
で

学
習
と
討
論
を
し
た
。

▼

日
、
マ
リ
カ
広
場
。

15
こ
こ
は
去
年
ま
で
使
用
が

無
料
だ
っ
た
が
、
秘
密
保

護
法
廃
止
・
戦
争
ノ
ー
・

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
市

民
集
会
が
開
か
れ
た
。
集

会
の
名
前
の
通
り
、
今
、

安
倍
首
相
が
進
め
て
い
る

こ
と
に
反
対
す
る
集
会
だ
。

集
会
の
後
は
デ
モ
行
進
。

車
か
ら
手
を
振
る
人
や
外

に
出
て
き
て
拍
手
を
す
る

人
が
い
る
と
眼
が
ウ
ル
ム
。

▼
こ
れ
が
俺
の
３
日
間
だ

っ
た
が
、
今
の
政
治
の
動

き
か
ら
す
れ
ば
読
者
の
皆

さ
ん
も
、
黙
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
思
い
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
暮
れ
の
選
挙
で
サ

カ
ナ
ヘ
ン
の
名
前
の
人
に

投
票
し
た
人
も
、
首
相
は

ナ
ン
デ
コ
ー
ナ
ル
ノ
と
思

っ
て
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
々
も
こ

ん
な
集
会
を
見
た
ら
参
加

し
よ
う
ヨ
。
デ
モ
を
見
た

ら
手
を
振
っ
た
り
拍
手
を

し
た
り
し
て
下
さ
い
ナ
。

世
を
変
え
る
た
め
に
ネ
。

（
石
川
）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
３
月
３
日
付

と
国
民
に
宣
伝
し
て
い
る
。

だ
か
ら
侵
略
戦
争
と
植
民

地
支
配
で
大
き
な
犠
牲
を

受
け
た
中
国
・
韓
国
か
ら

厳
し
い
批
判
を
受
け
大
き

な
外
交
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

共
産
党
は
、
憲
法
に
明

記
の
信
教
の
自
由
を
守
る

立
場
か
ら
国
民
の
参
拝
は

自
由
と
い
う
立
場
を
と
っ

て
い
る
。
し
か
し
国
政
を

担
当
す
る
首
相
ら
の
参
拝

は
侵
略
戦
争
を
日
本
国
と

し
て
正
当
化
す
る
こ
と
に

な
る
と
し
て
反
対
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

参
拝
し
な
い
」
と
本
紙
に

書
い
て
い
る
。
ど
う
考
え

た
ら
い
い
の
か
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
は
「
知

り
た
い
・
聞
き
た
い
」
欄

を
始
め
た
。
３
月
３
日
号

は
「
首
相
ら
の
参
拝
に
な

ぜ
反
対
す
る
の
か
」
で
し

た
。
靖
国
神
社
は
、
明
治

２
年
（
１
８
６
９
）、
政
府

の
た
め
に
（
政
府
に
反
対

し
た
西
郷
隆
盛
な
ど
除
外
）

戦
死
し
た
者
を
祭
神
と
し

て
祀
り
、
国
民
を
侵
略
戦

争
に
動
員
す
る
役
割
を
果

た
し
て
き
た
特
殊
な
神
社

で
、
今
な
お
正
し
い
戦
争

か
つ
て
Ｎ
さ
ん
か
ら
、「
靖

国
参
拝
に
共
産
党
は
な
ぜ

反
対
す
る
の
か
、
誰
が
参

拝
し
よ
う
と
勝
手
じ
ゃ
な

い
か
」
と
い
う
手
紙
を
頂

い
た
。
ま
た
、
過
酷
な
シ

ベ
リ
ア
抑
留
生
活
を
送
っ

た
本
間
勇
さ
ん
は
、「
兄
２

人
を
亡
く
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
合計 6,505 4,955 4,357 3,799 8,042 7,839 8,446 8,97110,678 13,306 13,81113,957
その他の特定目的基金 2,286 2,238 1,936 1,753 1,989 1,781 1,783 1,700 1,694 2,900 2,087 2,115
地域振興基金 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000
減債基金 1,497 731 532 134 134 135 135 136 1,236 2,043 2,738 2,831
財政調整基金 2,722 1,986 1,889 1,912 1,919 1,923 2,528 3,135 3,748 4,363 4,986 5,011
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鶴岡市の積立基金の状況

百万円

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
市債残高 75,94175,38073,97276,14378,02177,77377,92777,23376,63176,25075,41673,526
公債費 8,176 8,325 8,226 9,241 9,488 9,554 8,439 7,916 7,763 7,948 8,396 8,133
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